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１ 令和５年３月に、安全協定に基づき四国電力株式会社から県へ通報連絡があった

異常は次のとおりですので、お知らせします。 

 

県の 
公表 
区分 

異常事項 発生年月日 概 要 
管理 
区域 
該当 

国へ 
の 

報告 
備考 

Ｃ 作業員の負傷 

（３号機） 

５.３.１ 伊方発電所 3 号機の計装品点検作業

において、作業員 1 名が負傷した。 

負傷の程度：左手中指を負傷 

意識の有無：有 

計画外被ばくの有無：無 

汚染の有無：無 

作業の状況：3 号機計装品点検作業

従事中において、左手

中指を工具で叩き、負

傷した。 

このため、当該作業員は協力会社社

有車にて病院に搬送することとした。 

当該作業員は病院で診察を受けた結

果､「左中指末節骨骨折」と診断され

た。 

その後、当該作業員は出社した。 

外 × 今回

公表 

Ｃ 作業員の体調不

良 

（共用） 

５.３.６ 伊方発電所の協力会社事務所前の屋

外において、作業員 1 名が体調不良を

訴えた。 

意識の有無：有 

計画外被ばくの有無：無 

汚染の有無：無 

作業の状況：協力会社事務所前の屋

外において一時的に意

識を失くした。 

このため、当該作業員は協力会社の

社有車にて病院に搬送することとし

た。 

その後、労災にあたらないと判断さ

れており、以降詳細連絡はない。 

外 × 今回

公表 



県の 
公表 
区分 

異常事項 発生年月日 概 要 
管理 
区域 
該当 

国へ 
の 

報告 
備考 

Ｂ 燃料検査ピット

における水中テ

レビカメラの不

具合 

（３号機） 

５.３.15 伊方発電所 3 号機燃料取扱棟内にお

いて燃料を検査する装置の照明が一部

消灯した。 

なお、この事象によるプラントへの

影響及び環境への放射能の影響はな

い。 

その後の調査の結果、照明は消灯し

ておらず、燃料を燃料検査ピットにて

外観を確認するための水中テレビカメ

ラに入る光量を調整する装置に不具合

があり、映像が暗くなったことを確認

した。 

その後、水中テレビカメラに入る光

量を調整する装置の電流値を調整した

ところ、正常に動作するようになり、

通常状態に復旧した。 

内 × 速報

済 

Ｃ 作業員の負傷 

（３号機） 

５.３.15 伊方発電所 3 号機の復水ろ過器点検

作業において、作業員 1 名が負傷し

た。 

負傷の程度：頭部、首、背中を負傷 

意識の有無：有 

計画外被ばくの有無：無 

汚染の有無：無 

作業の状況：3 号機復水ろ過器点検

作業中において、吊り

具が落下し頭部、首、

背中を負傷した。 

このため、当該作業員は協力会社社

有車にて病院に搬送することとした。 

当該作業員は病院で診察を受けた結

果､「頚部背部挫傷、擦過創、後頭部

挫創」、「頭部打撲」と診断された。 

その後、当該作業員は出社した。 

外 × 今回

公表 

 

２ 外部への放射能漏れや周辺環境放射線への影響はありませんでした。 


